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　1970年4月上旬のある日，それは年度始めの政経学部ガイダンスの当日であっ
たが，新任者の私は，多少の不安をおぼえながら，和泉校舎へ出校した。ひどい
土砂降りの日であったことを記憶している。
　午後の組別ガイダンスの時になって，渡された書類の多さにいささか驚き，眼
を通してみても，あまり要領を得ないので，傍の先生にあれこれと尋ねてみた。
その方が羽根田俊治先生であった。先生は親切に教えて下さり，その上，御自分
の担当クラスを終えられてから，私のクラスにまで足を運ばれて，拙い私の説明
を補足していただいた。当時は大学紛争の余波で，学園内はかなり騒然としてい
たので，もしかして，学生会の活動等について，私が不用意な発言をするかもし
れないと，心配されたのではないかと思う。
　その後しばらくして，先生は副学生部長に就任され，同時に私は学生部委員を
務めることになり，先生を補佐しなければならなくなった。しかしながら，私は
当時の学生運動の有様，とりわけセクト間の事情がよく解らず，いつも及腰で，
先生の足手まといになっていたと思う。その間にも，先生は学生会の代表者たち
としばしば会っておられたようであり，ある時は，御自宅に彼らを招き，長時間
にわたって議論を交えられたと伺った。正直のところ，温厚な方だとばかり思っ
ていたので，その果断な行為にいたく心を動かされた。
　またある日のこと，学生がバリケードを構える動きがあるとのことで，呼出し
がかかり，結局，その夜は近隣のホテルに泊まり込むことになった。校庭にはか
なりの数の学生が集結していたが，われわれはなすすべもなく，その宿でいささ
か穀酒を舐めながら，秋の夜長を過ごした。その時，羽根田先生は持参のカセッ
トテープで，ひとり隣室でモーツァルトを聞いておられた。
　その後は出講日の相違などで，親しく接する機会があまり得られなかった。そ
の間，先生はたびたび役職を引受けておられたが，時折，どこか疲れておられる
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ような御様子が感じられた。
　羽根田先生の急逝の報に接した時，咄嵯に思い浮かんだのは，あの度重なる紛
争の折に，たえず温顔で事態に対処しておられた御姿であり，また古典音楽につ
いての見識の深さであった。寒気のきびしい告別式で，たえず流れるモーツァル
トの曲にさそわれながら，「その声は人間の歓びと悲しみを，時を追ってではなく
て，同時に引き受けている」と云う，H・ゲオンの言葉を繰返し思い出していた。
ここに，謹んで御冥福を祈り上げます。
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